
フレーム、役割、州構想
との関係を整理

県民・市民、関係団体、
議会等の理解

新潟州構想検討委員会

新潟州関連検討体制イメージ（案）
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州構想の具体化に向けた検討を行う有識者委員会
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構想の
具体化

■州構想の意義・理念等
■現状と課題

・県と市の課題整理
・国からの権限移譲

■州構想の目指すべき方向
・州の役割
・県民，市民のメリット

■州構想が目指す制度改正
■円滑な移行のあり方
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◆拠点性の向上
◆成長戦略の強化
◆安心・安全な地域づくり
◆住民に身近な施策の展開
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新潟州構想検討連絡調整組織

・県市間の課題解決の検討
・検討体制に関する検討

推進本部
のあり方
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県市間の課題について具体的に協議
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構想の具体化
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